
 

 科目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主管

款 06　農林水産業費 項 01　農業費 目 02　農業総務費

 
事 業 名 農業振興地域整備計画策定費（農業振興地域整備計画費）

 決 　算　 額 
（前年度比）

財　　　　源　　　　内　　　　訳

 
4,266,900 円 
（＋329,140 円）

国・県支出金
使用料・手数

料

分担金・負担

金・寄附金
地　方　債 そ　の　他 一般財源等

 
0 円 0 円 0円 0円 0円 4,266,900 円

 市民一人当たり 
の決算額

62 円　 
（一般財源等ベース　62 円）

単位決算額

 

産

業

課

１　事業目的 

　　優良農地の確保と効率的な利用を図り、農業振興の各種施策を実施するため、

市の農業振興のための基礎計画を令和６年度より２年間かけて見直しする。 

 

２　事業内容 

　　令和６年度に作成した清須農業振興地域整備計画の見直し素案について、関係

機関である清須市農業委員会、西春日井農業協同組合、宮田用水土地改良区及び

福田悪水土地改良区から意見徴収し、その後、愛知県と協議を行った。 

　　愛知県との協議が終了し、計画内容について愛知県知事の同意が得られたた

め、計画書を製本した。 

⑴　農業振興地域整備計画変更業務 

　　ア　農業振興地域整備計画書の整理及び検討 

　　イ　関係機関から出された意見について検討及び見直し素案の修正業務 

　　ウ　愛知県との協議資料の作成 

⑵　支出科目 

 

３　事業成果 

総合計画や都市計画マスタープランと整合のとれた農業振興の基礎計画を策定

することができた。この計画に基づき、今後の優良農地の確保並びに効率的な活

用方法が明確化され、市の農業施策が活性化される。

 区　分 内　容 事業費
 需用費 印刷製本費 361,900 円
 委託料 農業振興地域整備計画変更業務 3,905,000 円
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 科目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主管

款 06　農林水産業費 項 01　農業費 目 02　農業総務費

 
事 業 名 食育推進費（食育推進費）

 決 　算　 額 
（前年度比）

財　　　　源　　　　内　　　　訳

 
1,665,581 円 
（△230,107 円）

国・県支出金
使用料・手数

料

分担金・負担

金・寄附金
地　方　債 そ　の　他 一般財源等

 
0 円 0 円 563,650 円 0 円 0円 1,101,931 円

 市民一人当たり 
の決算額

24 円　 
（一般財源等ベース　16 円）

単位決算額

 

産

業

課

１　事業目的 
市民一人ひとりが食に関心をもち、食の大切さを学び、食文化の理解を深め、

自然の恵みへの感謝の心を育む食育を実践する。 
 

２　事業内容 
⑴　食育まつり 

令和７年１１月に開催し、餅つき体験会、地産地消や栄養などをテーマにし
たブースを展開し、食育の啓発を行うとともに、食育推進の機会を提供した。 

⑵　特産物振興 
宮重大根、土田かぼちゃ及びだいこんきよすの肥培管理、収穫及び種子の採

取等を依頼し、学校給食の材料として市内学校へ提供した。 
⑶　食育推進事業 
ア　保育園 

市内保育園４園にサツマイモの定植及び収穫体験の機会を提供した。 
また、宮重大根の栽培及び収穫体験の機会を市内保育園２園に、収穫体験

の機会を市内保育園６園に提供した。 
　　イ　小学校 

春日小学校児童に宮重大根の歴史や伝統を学習してもらうとともに、播
種、肥培管理及び収穫体験の機会を提供した。 

⑷　食育に関する情報提供 
市の食育事業、食育に関連した市民団体などの活動状況などの情報を発信す

る「食育レポート」を年４回発行し、ホームページに掲載した。 
⑸　食育サポーター制度 

市民ボランティアを募り、高齢化や担い手不足により清須市の伝統野菜の栽
培維持が困難になった農家の作業を手伝い、支援した。 

⑹　主な支出科目 

 
３　事業成果 

収穫体験等による清須の特産野菜などの振興を図ることにより、食を通してふ

れあい、育みあうまちづくりを実践することができた。

 区　分 内　容
 活動回数 ９回（うち１回雨天中止）
 登録組数（人数） １９組（３８人）
 利用農家数 ４人
 主な活動 宮重大根収穫・除草業務など

 区　分 内　容 事業費
 

需用費
消耗品、食糧費及び食育まつりチラ
シ印刷など

108,350 円

 
委託料

特産物振興委託業務 770,000 円
 食育まつり業務 784,419 円
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 科目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主管

款 06　農林水産業費 項 01　農業費 目 02　農業総務費

 
事 業 名 農業体験塾費（食育推進費）

 決 　算　 額 
（前年度比）

財　　　　源　　　　内　　　　訳

 
524,350 円 

（＋32,400 円）

国・県支出金
使用料・手数

料

分担金・負担

金・寄附金
地　方　債 そ　の　他 一般財源等

 
0 円 0 円 436,350 円 0 円 88,000 円 0 円

 市民一人当たり 
の決算額

8円　 
（一般財源等ベース　0円）

単位決算額
23,834 円　 

（参加者　22 人）

 

産

業

課

１　事業目的 

農業を通じて、市民に食の大切さや収穫の喜びを体験する機会を提供し、清須

産野菜の栽培、普及を図るとともに、子どもたちの農業体験指導サポーターなど

食育ボランティアの育成に努める。 

 

２　事業内容 

広報で公募した市民を対象に、市内の畑において、農業委員、農業精通者や農

協職員の指導のもと、畝の作り方、播種の仕方、肥料のまき方などの技術を習得

してもらい、１年を通じて露地野菜などの栽培を体験した。 

また、卒業生の新規就農を支援するとともに、食育ボランティアとして農業体

験塾の運営補助、子どもたちへの農業体験サポーターとして活動してもらった。 

⑴　委託先 

清須市特産物振興委員会 

　⑵　参加者数 

　　　２２人（１年目９人・２年目１１人・３年目２人） 

⑶　支出科目 

 

３　事業成果 

野菜作り体験を通して、生産者と消費者の双方の立場を理解し、今後の食のあ

り方を考えることができ、生徒間、指導者との農業体験を通した交流を深めるこ

とにより地域コミュニティを活性化することができた。 

　　また、農業体験事業のサポーターを育成し、食育ボランティアとして活動して

もらうことができた。

 区　分 内　容 事業費
 委託料 農業体験塾業務 524,350 円
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 科目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主管

款 06　農林水産業費 項 01　農業費 目 03　農業振興費

 
事 業 名 農業振興対策事業補助金（農業振興対策費）

 決 　算　 額 
（前年度比）

財　　　　源　　　　内　　　　訳

 
1,413,000 円 
（△31,000 円）

国・県支出金
使用料・手数

料

分担金・負担

金・寄附金
地　方　債 そ　の　他 一般財源等

 
0 円 0 円 0円 0円 0円 1,413,000 円

 市民一人当たり 
の決算額

20 円　 
（一般財源等ベース　20 円）

単位決算額

 

産

業

課

１　事業目的 

農業振興対策事業に要する経費の一部を補助することにより、農業の振興を図

る。 

 

２　事業内容 

農業振興対策事業補助金交付要綱の規定により、補助金を交付した。 

⑴　集落活動推進費補助金 

実行組合の円滑な活動と市の農業振興を目的として、補助事業者である地区

実行組合へ補助金を交付した。 

ア　支出科目 

⑵　花卉園芸振興会補助金 

地域花卉園芸の振興を目的として、補助事業者である花卉園芸振興会へ補助

金を交付した。 

ア　支出科目 

 

３　事業成果 

各地区実行組合及びその他農業関係団体の円滑な活動を支援し、農産物の品質

の向上と農業経営の安定に寄与することができた。

 区　分 内　容 件　数 事業費
 負担金、補助及

び交付金

1組合　10 千円 49 件 490,000 円
 1 組合員 1 千円 908 戸 908,000 円
 合　計 1,398,000 円

 区　分 内　容 件　数 事業費
 負担金、補助及

び交付金
1組合 1件 15,000 円
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 科目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主管

款 06　農林水産業費 項 01　農業費 目 03　農業振興費

 
事 業 名 農業振興施設費

 決 　算　 額 
（前年度比）

財　　　　源　　　　内　　　　訳

 
2,456,424 円 
（＋275,217 円）

国・県支出金
使用料・手数

料

分担金・負担

金・寄附金
地　方　債 そ　の　他 一般財源等

 
0 円 286,650 円 0 円 0円 1,313,540 円 856,234 円

 市民一人当たり 
の決算額

36 円　 
（一般財源等ベース　12 円）

単位決算額
5,545 円　 

（利用区画　443 区画）

 

産

業

課

１　事業目的 

市民が土に親しみ、自然とふれあい、花や野菜を栽培してゆとりのある生活を

楽しむため、レジャー農園を維持管理する。 

 

２　事業内容 

　⑴　市民農園管理費 

区画の整理及び表示看板の修繕などにより、利用者の利便性を高め、市民農

園の適切な保全管理を行った。 

ア　設置箇所数 

イ　支出科目 

 

３　事業成果 

　　都市化が進み、土と親しむ機会が遠のいている中、市民の余暇利用の一環とし

て、自らが野菜や草花を栽培し、家族ぐるみで土に親しみ、健康増進と豊かな情

操を養うことができた。

 区　分 箇所数 面　積 区画数 利用者数 利用区画数
 西枇杷島地区 8か所 4,235 ㎡ 198 区画 175 人 191 区画
 清洲地区 6か所 2,296 ㎡ 103 区画 89 人 103 区画
 新川地区 2か所 1,876 ㎡ 97 区画 91 人 97 区画
 春日地区 1か所 2,634 ㎡ 52 区画 44 人 52 区画
 合　　計 17 か所 11,041 ㎡ 450 区画 399 人 443 区画

 区　分 内　容 事業費
 需用費 消耗品費及び光熱水費など 179,019 円
 役務費 郵送料 122,238 円
 委託料 農園除草等業務 356,417 円
 使用料及び賃借

料
土地借上料 1,428,050 円

 工事請負費 北大和レジャー農園施設撤去工事 370,700 円
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 科目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主管

款 06　農林水産業費 項 01　農業費 目 04　農地費

 
事 業 名 土地改良費（土地改良費）

 決 　算　 額 
（前年度比）

財　　　　源　　　　内　　　　訳

 
31,014,181 円 

（△18,088,500 円）

国・県支出金
使用料・手数

料

分担金・負担

金・寄附金
地　方　債 そ　の　他 一般財源等

 
6,600,000 円 0 円 0円 0円 10,800,000 円 13,614,181 円

 市民一人当たり 
の決算額

449 円　 
（一般財源等ベース　197 円）

単位決算額

 

土

木

課

１　事業目的 

経年変化による排水路施設の老朽化により、排水能力不足をきたしているた

め、排水路の改修を行うことにより、地区内湛水被害の軽減及び農業生産性の向

上を図る。 

 

２　事業内容 

組立水路の更新、水路壁の補強を行った。 

⑴  単独土地改良事業 

　　寺野地区、西田中寺野地区 

⑵　緊急農地防災事業 

西牧・新田地区 

⑶　土地改良施設維持管理適正化事業 

春日落合地区 

⑷　主な支出科目 

 

３　事業成果 

　　排水路の改修を行うことにより、排水機能の回復を図るとともに、異常降雨な

どの緊急時への対応を迅速に行うことが可能となり、地区内の湛水被害を軽減す

ることができた。 

 区　分 内　容 事業費
 委託料 測量及び設計業務 2,599,300 円
 工事請負費 用排水路改修工事 22,568,700 円
 負担金、補助及

び交付金

土地改良施設維持管理適正化事業負

担金
5,802,181 円
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 科目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主管

款 06　農林水産業費 項 01　農業費 目 04　農地費

 
事 業 名 多面的機能支払対策費（土地改良費）

 決 　算　 額 
（前年度比）

財　　　　源　　　　内　　　　訳

 
1,305,692 円 
（△287,108 円）

国・県支出金
使用料・手数

料

分担金・負担

金・寄附金
地　方　債 そ　の　他 一般財源等

 
975,000 円 0 円 0円 0円 0円 330,692 円

 市民一人当たり 
の決算額

19 円　 
（一般財源等ベース　5円）

単位決算額

 

土

木

課

１　事業目的 

　農地や農業用排水路などの資源は、高齢化などの進行に伴う集落機能の低下に

より適切な保全管理が困難となってきており、個々の農家では対応困難なそれら

の取組みについて下支えする必要があるため、地域ぐるみで効果の高い共同活動

及び施設の長寿命化を図る向上活動を支援する多面的機能支払対策を実施する。 

 

２　事業内容 

水路の草刈り、泥上げなどの農地、水路などの資源の日常の管理と景観形成、

生活環境保全などの農村環境の向上に資する活動を支援するため、活動組織へ補

助金を支出した。 

また、農業用排水路の補修・更新を実施するため、活動組織へ補助金を支出し

た。 

⑴　対象農用地面積 

⑵　補助割合 

⑶　補助単価 

⑷　主な支出科目 

 

３　事業成果 

　　活動組織への支援により、共同活動及び向上活動が確実に実施され、農地と用

排水路などの施設を適正に保全することができた。 

さらに、農業者と非農業者が清掃活動などの交流活動を行い、農村環境の保

全、向上につなげることができた。

 区　分 種　別 面　積
 西牧・新田の農村環境

を守る会

田 8ha
 畑 12ha

 国 県 市
 50％ 25％ 25％

 区　分 田 畑
 農地維持 3,000 円／10ａ 2,000 円／10ａ
 資源向上（共同） 2,400 円／10ａ 1,440 円／10ａ
 資源向上（長寿命化） 4,400 円／10ａ 2,000 円／10ａ

 区　分 内　容 事業費
 負担金、補助及

び交付金

農地維持・資源向上（共同・長寿命

化）支払交付金
1,300,000 円
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 科目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主管

款 06　農林水産業費 項 01　農業費 目 04　農地費

 
事 業 名 県営排水施設保全対策事業負担金（土地改良費）

 決 　算　 額 
（前年度比）

財　　　　源　　　　内　　　　訳

 
230,258 円 

（△49,709 円）

国・県支出金
使用料・手数

料

分担金・負担

金・寄附金
地　方　債 そ　の　他 一般財源等

 
0 円 0 円 0円 0円 0円 230,258 円

 市民一人当たり 
の決算額

3円　 
（一般財源等ベース　3円）

単位決算額

 

土

木

課

１　事業目的 

土田・上条地区でたん水被害が発生している状況を踏まえ、愛知県において甚

目寺第２排水機場を改修しており、あわせて最下流の福田川排水対策協議会が管

理する福田川河口排水機場の機能保全を実施することでたん水被害の軽減を図

る。 

 

２　事業内容 

福田川河口排水機場の改修に係る費用の一部を負担した。 

⑴　支出科目 

 

３　事業成果 

福田川河口排水機場の改修によりたん水被害を防除し、農業経営と民生の安定

を図ることができた。

 区　分 内　容 事業費
 負担金、補助及

び交付金
県営排水施設保全対策事業負担金 230,258 円
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 科目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主管

款 06　農林水産業費 項 01　農業費 目 04　農地費

 
事 業 名 宮田用水土地改良区補助金（土地改良費）

 決 　算　 額 
（前年度比）

財　　　　源　　　　内　　　　訳

 
331,000 円 

（△194,000 円）

国・県支出金
使用料・手数

料

分担金・負担

金・寄附金
地　方　債 そ　の　他 一般財源等

 
0 円 0 円 0円 0円 0円 331,000 円

 市民一人当たり 
の決算額

5円　 
（一般財源等ベース　5円）

単位決算額

 

土

木

課

１　事業目的 

　　市内の土地改良施設は、近年の市街化の進展に伴う交通量の増加と、施設周辺

の住宅・店舗等の建設により漏水・故障の修繕工事の際の費用が増大している。 

また、施設の老朽化に伴い突発的な事故が起こることが考えられ、更新工事を

計画的に実施する必要があることから、市が土地改良区に対して一定の支援を行

う。 

 

２　事業内容 

　　清須市土地改良事業等補助金交付要綱に基づき、宮田用水土地改良区が市内に

おいて実施する土地改良事業等に対して補助金を支出した。 

⑴  補助内容 

ア  補助対象事業 

単独土地改良事業（かんがい排水事業及び土地改良施設維持管理適正化事　

業に限る。)であって、愛知県土地改良事業等補助金交付要綱により事業採

択されたもの。 

イ　補助率 

　　補助対象事業に係る経費の１５％を上限 

⑵  支出科目 

 

３　事業成果 

　土地改良区を支援することにより、土地改良施設の突発的な事故の迅速な処理

に対し、安定した農業経営に寄与することができた。

 区　分 内　容 事業費
 負担金、補助及

び交付金
土地改良事業等補助金 331,000 円
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 科目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主管

款 06　農林水産業費 項 01　農業費 目 04　農地費

 
事 業 名 用排水路費

 決 　算　 額 
（前年度比）

財　　　　源　　　　内　　　　訳

 
30,728,258 円 

（△3,414,889 円）

国・県支出金
使用料・手数

料

分担金・負担

金・寄附金
地　方　債 そ　の　他 一般財源等

 
3,472,000 円 0 円 0円 0円 0円 27,256,258 円

 市民一人当たり 
の決算額

445 円　 
（一般財源等ベース　395 円）

単位決算額

 

土

木

課

１　事業目的 

　農業用排水路を管理、整備し、用排水不備の解消をすることにより、降雨時の

通水阻害を未然に防止し、内水氾濫を軽減し、安定した用水の供給を果たすとと

もに、農業経営の安定化及び向上を図る。 

 

２　事業内容 

⑴　用排水路管理費 

農業用排水路を維持するため、草刈業務や維持補修工事などを行った。 

　　ア　主な支出科目 

⑵　用排水路整備費 

老朽化が著しい施設の改良工事を行った。 

ア　支出科目 

 

３　事業成果 

　　水路の維持補修及び整備により、都市近郊農業を振興し、また、地域が快適に

暮らせる環境に貢献することができた。

 区　分 内　容 事業費
 

委託料

庄内川河川敷水路及び用排水路草

刈清掃業務、排水機場及び巻揚樋

門保守点検業務など

17,122,160 円

 工事請負費 水路維持補修工事 2,637,091 円

 区　分 内　容 事業費
 委託料 測量及び設計業務 2,370,500 円　
 工事請負費 水路改修工事 1,503,700 円
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 科目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主管

款 06　農林水産業費 項 01　農業費 目 04　農地費

 
事 業 名 土地改良費（繰越明許費繰越事業）

 決 　算　 額 
（前年度比）

財　　　　源　　　　内　　　　訳

 
15,583,200 円 

（ － ）

国・県支出金
使用料・手数

料

分担金・負担

金・寄附金
地　方　債 そ　の　他 一般財源等

 
0 円 0 円 0円 0円 15,583,200 円 0 円

 市民一人当たり 
の決算額

226 円　 
（一般財源等ベース　0円）

単位決算額

 

土

木

課

１　事業目的 

経年変化による排水路施設の老朽化により、排水能力不足をきたしているた

め、排水路の改修を行うことにより、地区内湛水被害の軽減及び農業生産性の向

上を図る。 

 

２　事業内容 

　⑴　緊急農地防災事業 

　　　西牧・新田地区において、経年劣化によりひび割れ、損傷している排水路の

改修を行った。 

ア　支出科目 

 

３　事業成果 

　　排水路の改修を行うことにより、排水機能の回復を図るとともに、異常降雨な

どの緊急時への対応を迅速に行うことが可能となり、地区内の湛水被害を軽減す

ることができた。

 区　分 内　容 事業費
 工事請負費 用排水路改修工事 15,583,200 円
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 科目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主管

款 06　農林水産業費 項 01　農業費 目 04　農地費

 
事 業 名 用排水路整備費（繰越明許費繰越事業）

 決 　算　 額 
（前年度比）

財　　　　源　　　　内　　　　訳

 
1,925,000 円 

（ － ）

国・県支出金
使用料・手数

料

分担金・負担

金・寄附金
地　方　債 そ　の　他 一般財源等

 
0 円 0 円 0円 0円 1,925,000 円 0 円

 市民一人当たり 
の決算額

28 円　 
（一般財源等ベース　0円）

単位決算額

 

土

木

課

１　事業目的 

　　農業用排水路を管理、整備し、用排水不備の解消をすることにより、降雨時の

通水阻害を未然に防止し、内水氾濫を軽減し、安定した用水の供給を果たすとと

もに、農業経営の安定化及び向上を図る。 

 

２　事業内容 

　⑴　用排水路整備費 

用排水路の改修に必要となる地質調査を行った。 

ア　支出科目 

 

３　事業成果 

　　用排水路の維持補修及び整備に必要となる基礎資料を作成し、都市近郊農業を

振興し、また、地域が快適に暮らせる環境に貢献することができた。 

 区　分 内　容 事業費
 委託料 地質調査業務 1,925,000 円
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